
平成 年度実績に関する事務事業評価表

① 式
② ｍ
③ 式
① ％
② ％
③ ％

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間
円
円

入力シート№ 3

81,000,000
580,000

1,870

90,000,000

7
90,000,00070,000,000

２ 普通 入札、競争的随意契約等でコスト削減に努めている。

１ 適正である

74,593,000

16.7%

13.3%

評
価
結
果

不要事業の進め方・内容について改善の余地あり ２次評価 　

地方公営企業法の適用が総務省より要請されており、上水道と
の統合を勘案すると、料金体系の見直しが必要となる。

Ａ 実施主体の適正化

２ 改善の余地あり

コスト効率

負担割合の適正化

計画
0 

2,000 

0 

28年度
当初予算額

27年度
予算現額 決算額

-60.1%

決算増減率

56,405,160

0 
81 

5,990,000

63,000,000

支
出
内
訳

③工事請負費

71,568,360

配水池更新の実施設計
当該年度までの老朽管更新延長 4,122 5,000 

活
動
指
標

0 

71,568,360

区　　分
予算現額

26年度
決算額

①需用費
②委託料

単位

71,569,000

0 

0 

水道事業が該当する。

5,040,0003,024,000円）（Ｂ）4,200

Ａ

71,569,000

①国庫支出金
支出合計（Ａ）

90,000,000

50,700,000
2,494,000

18,375,000
-15.9%

⑤その他

6,930,000

１ 妥当である

有  効  性

6
720

ＣＡ

目標達成度

類似事業の有無

7,854,000
1,200

２ 検討の余地あり

３ 低い

-13.3% 97,854,000

評価項目 評価の理由

7,854,000

①事務事業に携わる正規職員数

78,498,360

2

③人件費（②×＠

１ 妥当である

評価結果

款
項

6,117,092

予
算
科
目

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

２
事
業
概
要

事 業 概 要

対　   　象

３
指
標

　平成27年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

基本目標２　安全で快適な暮らしやすいまち
７　魅力ある都市基盤の充実
18　水道水の安定供給

②県支出金

④負担金補助及び交付金

計画

アウトソーシング導入状況

実績
0 

841 

計画
指　標　名

導入済（業務委託）

老朽化し、また耐震性能の低い水道管、配水池などを計画的に更新をする。

実績
28年度

①漏水事故等を未然に防ぐことができる。
②耐震化され、地震による断水等の被害を最小限にとどめる。

①老朽化した水道管を耐震性の高い水道管に更新。
②配水池を耐震性の高い配水池に更新。

達成率

17.4%

意       図
（成果指標）

水道課簡易水道事業
簡易水道改良事業
自治事務

工務係
23-1014

担
当
部
署

終了年度平成２４年度開始年度 平成２７年度

課       名
係　   　名
電 話 番 号
会　   　計 簡易水道事業特別会計

0 
0 

27年度

0 

89.3%

1 

総合計画実施計画に記載

0 

単位

75 87 

総合計画等への記載

26年度

0 0 

4,822 

72 
配水池更新の実施設計の委託

0 

事  務  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

施  策  名

目  標  名
政  策  名

18-１　水道施設の整備

１．簡易水道費
２．簡易水道事業費
１．簡易水道施設改良事業費

老朽化した簡易水道施設（水道管、配水池等）

0 
0 

目

成
果
指
標 0 

配水池の更新

老朽管の延べ更新率
0 

0 

1,010,000

事 務 事 業 名
予 算 事 業 名

ハード事業

４
コ
ス
ト
情
報

配水池築造工事の実施

手       段
（活動指標）

６
評
価

Ａ Ｂ

評価の視点 Ｈ27評価Ｈ26評価

１次評価
（課長総括）

Ｂ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

・引き続き、老朽化及び耐震性の低い水道管、配水池等を計画的に
更新していかなければならない。
・総務省から平成31年度からの簡易水道の地方公営企業法の適用が
求められているが、上水道への統合に向けて準備を進める。

効  率  性

上位施策への貢献度

２ 目標どおり

根  拠  法  令

１ 妥当である

84 

１
基
本
項
目

-15.9%

75,040,000

60,185,16071,569,000
7

1,650

目的の妥当性

対象の妥当性

13.3%
6

68,039,160

1,870

漏水事故の多発する老朽管（塩化ビニル管）を耐震性能が高い高密度ポリエチレン管に更新する。

財
源
内
訳

妥　当　性

自治体関与の妥当性

Ａ

人
件
費

50,700,000

15,323,042
5,545,318

71,568,360

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

27

8,420,000

-21.2%

1,668,068
52,400,000

5,000,000
65,000,000

70,000,000

3,780,000

3.4%
-69.9%

60,185,160



平成 年度実績に関する事務事業評価表

① ｍ
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間
円
円

入力シート№ 4

45,000,000
48,740,000

3,220

93,740,000

8
93,740,000200,360,000

２ 普通

１ 適正である

254,100,000

0.0%

0.6%

評
価
結
果

不要事業の進め方・内容について改善の余地あり ２次評価 　

Ａ 実施主体の適正化

１ 適正である

コスト効率

負担割合の適正化

計画
850 

28年度
当初予算額

1,000,000

27年度
予算現額 決算額 決算増減率

151,289,640

6 

99,900,000

支
出
内
訳

③工事請負費

201,764,907

当年度の老朽管布設替延長活
動
指
標

2,523 

345,600
23,067

201,396,240

区　　分
予算現額

26年度
決算額

①需用費
②委託料

単位

243,600,000

300,000

簡易水道事業

12,600,00010,500,000円）（Ｂ）4,200

Ａ

242,300,000

①国庫支出金
支出合計（Ａ）

92,740,000

104,500,000
139,100,000

-25.0%

⑤その他

13,440,000

１ 妥当である

有  効  性

8
2,500

ＢＡ

目標達成度

類似事業の有無

13,524,000
3,000

２ 検討の余地あり

１ 高い

-23.4% 107,264,000

評価項目 評価の理由

13,524,000

①事務事業に携わる正規職員数

215,204,907

4

③人件費（②×＠

１ 妥当である

評価結果

款
項

予
算
科
目

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

２
事
業
概
要

事 業 概 要

対　   　象

３
指
標

　平成27年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

基本目標２　安全で快適な暮らしやすいまち
７　魅力ある都市基盤の充実
18　水道水の安定供給

②県支出金

④負担金補助及び交付金

1,000,000

計画

アウトソーシング導入状況

実績
2,520 

計画
指　標　名

導入済（業務委託）

昭和28年度に開始された水道事業も60年が経過し水道管の漏水が多発しているため、老朽管の耐震管への更新を計画的
に実施している。

実績
28年度

①漏水事故等を未然に防ぐことができる。
②耐震化され、地震による断水等の被害を最小限にとどめる。

漏水事故が多発する鋳鉄管・塩化ビニル管などの老朽管の布設替（更新）を実施。

達成率
126.0%

意       図
（成果指標）

水道課増補改良事業
増補改良事業
自治事務

工務係
23-1014

担
当
部
署

終了年度平成16年度開始年度 平成29年度

課       名
係　   　名
電 話 番 号
会　   　計 水道企業会計（資本的支出）

4 

27年度

2,000 

総合計画実施計画に記載

2,000 

単位

125.0%

総合計画等への記載

26年度

4 4 老朽管の更新率

事  務  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

施  策  名

目  標  名
政  策  名

18-１　水道施設の整備

１．資本的支出
１．建設改良費
２．増補改良事業

老朽化した水道管

5 

目

成
果
指
標

100,460,000

事 務 事 業 名
予 算 事 業 名

ハード事業

４
コ
ス
ト
情
報

手       段
（活動指標）

６
評
価

Ａ Ｂ

評価の視点 Ｈ27評価Ｈ26評価

１次評価
（課長総括）

Ｂ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

「魚津市水道ビジョン」及び「魚津市水道事業経営計画」に基づ
き、引き続き、計画的に実施していかなければならない。
・国で新たに老朽管の更新に係る補助制度が創設されたので、これ
を活用することを検討する。

効  率  性

上位施策への貢献度

１ 高い

根  拠  法  令

１ 妥当である

１
基
本
項
目

-25.0%

212,960,000

151,289,640243,600,000
8

3,200

目的の妥当性

対象の妥当性

0.6%
8

164,813,640

3,220

創設時（昭和29年、30年代）の鋳鉄管が面的に密集する旧魚津町等に集中的に工事を実施した。

財
源
内
訳

妥　当　性

自治体関与の妥当性

Ａ

人
件
費

96,800,000
104,964,907

201,764,907

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

27

-24.9%

57,789,640
93,500,000

300,000
1,000,000

199,060,000

200,360,000

-3.4%
-44.9%

151,289,640



平成 年度実績に関する事務事業評価表

① 箇所
② ｍ
③
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間
円
円

入力シート№ 5

528,831,806
91,386,194

2,800

36,222,400
620,218,000

7
620,218,000275,211,400

２ 普通

１ 適正である

670,911,000

0.0%

0.7%

評
価
結
果

不要事業の進め方・内容について改善の余地あり ２次評価 　

Ａ 実施主体の適正化

１ 適正である

コスト効率

負担割合の適正化

計画
7 

21,540 

28年度
当初予算額

300,000
19,695,600

27年度
予算現額 決算額

-78.3%

決算増減率

161,556,240

41 
94 

275,211,400

支
出
内
訳

③工事請負費

154,012,043

当該年度までの水道施設の増設・更新数（計画総数17施設）

当該年度までの配水管の布設延長（計画延長22,810Ｍ） 19,125 19,600 

活
動
指
標

7 

3,823

38,403,720

区　　分
予算現額

26年度
決算額

①需用費
②委託料

単位

664,359,000

200,000

簡易水道事業

10,500,0006,552,000円）（Ｂ）4,200

Ａ

115,604,500
2,000,000

436,000,000

①国庫支出金
支出合計（Ａ）

563,000,000
1,000,000

565,200,000
99,159,000

21.9%

⑤その他

11,676,000

１ 妥当である

有  効  性

7
1,560

ＢＢ

目標達成度

類似事業の有無

11,760,000
2,500

２ 検討の余地あり

１ 高い

20.4% 631,978,000

評価項目 評価の理由

11,760,000

①事務事業に携わる正規職員数

165,688,043

2

③人件費（②×＠

１ 妥当である

評価結果

款
項

予
算
科
目

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

２
事
業
概
要

事 業 概 要

対　   　象

３
指
標

　平成27年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

基本目標２　安全で快適な暮らしやすいまち
７　魅力ある都市基盤の充実
18　水道水の安定供給

②県支出金

④負担金補助及び交付金

11,000,000

215,159,000

計画

アウトソーシング導入状況

実績
7 

19,443 

計画
指　標　名

導入済（業務委託）

松倉簡易水道の上水道への統合、水道未普及地区の解消、老朽化施設（中央監視施設、計装・機械設備等）の更新及び
水源地、高区第１、中区、低区配水池等の増設更新を平成16年度より平成29年度までに、総事業費3,032,400千円で実
施する。

実績
28年度

水源地の築造と配水池の増設により、給水能力が上昇し安定して水が供給可能となる。老朽化した監視制御システムな
ど計装・機械設備の更新を行い、安全安心で安定した水の供給を図る。水道未普及地区の解消を図る。

①松倉簡易水道の上水道への統合
②水道未普及地区への配水管の布設
③老朽化施設の更新、増設

達成率
100.0%
96.3%

意       図
（成果指標）

水道課拡張事業
拡張事業
自治事務

工務係
23-1014

担
当
部
署

終了年度平成16年度開始年度 平成29年度

課       名
係　   　名
電 話 番 号
会　   　計 水道企業会計（資本的支出）

41 

27年度

7 

95.5%

総合計画実施計画に記載

7 

単位

85 
100.0%

86 

総合計画等への記載

26年度

41 41 

20,200 

84 

当該年度までの水道施設の増設・更新進捗率

事  務  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

施  策  名

目  標  名
政  策  名

18-１　水道施設の整備

１．資本的支出
１．建設改良費
３．拡張事業

①松倉簡易水道施設　②水道未普及地区住民　③上水道利用者

41 

目

成
果
指
標

当該年度までの配水管の布設の進捗率

事 務 事 業 名
予 算 事 業 名

ハード事業

４
コ
ス
ト
情
報

手       段
（活動指標）

６
評
価

Ａ Ｂ

評価の視点 Ｈ27評価Ｈ26評価

１次評価
（課長総括）

Ｂ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

「魚津市水道ビジョン」及び「魚津市水道事業経営計画」に基づ
き、引き続き、計画的に実施していかなければならない。

効  率  性

上位施策への貢献度

１ 高い

根  拠  法  令

１ 妥当である

89 

１
基
本
項
目

21.9%

285,711,400

187,668,194664,359,000
7

2,780

目的の妥当性

対象の妥当性

0.7%
7

199,428,194

2,800

水道管の口径が小さく給水量に余裕がない升田・吉島地区へ安定した給水をするため、配水管を布設した。

財
源
内
訳

妥　当　性

自治体関与の妥当性

Ａ

人
件
費

35,900,000
118,112,043

154,012,043

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

27

320.7%

37,543,000

187,668,194

200,000
8,304,400

227,164,000
2,000,000

275,211,400

972,000

422.8%

25,139,954
187,668,194


